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　農業環境には環境化学物質や重金属などさまざまな有害物質が微量に含まれています。国民に安全な作物を供給す

るためには、それらを精度良く測ったり、短時間で簡易に分析したりすることが必要です。これらの分析法を開発し、モ

ニタリングにも活用することを目的に研究しています。農業環境中の放射能もまた気になる存在です。農作物の放射能

モニタリングは、かつて大気圏核実験が盛んであったころに始まりました。現在は当時に比べ、大気に浮遊する放射性

物質の量は格段に減りましたが、原子炉などの核関連施設は近隣国も含め圧倒的に増えており、放射能面からの食の安

全に対する国民の関心は続いています。私たちは、原子炉事故などの緊急時に備えて環境放射能のバックグラウンド調

査を行い、同時に、環境中での放射性物質の動態を明らかにするための研究も進めています。

背景と目的

研究内容

 

農業環境中の微量物質の分析法を開発します

有機ヒ素化合物など微量化学物質の定量法を確立します

カドミウムなど重金属を迅速に分析する方法を開発します

イムノクロマトアッセイ法

ボルタンメトリー法など

放射性物質について簡易分析法を開発します（129I）

作物・土壌中の放射能レベルのモニタリングを行
います

米・麦および土壌の全国調査（137Cs、90Sr）

緊急時に備えたバックグラウンド調査（137Cs、131I、210Pbなど）

放射性核種が農業環境中でどのように動くのかを解明します
（137Cs、90Sr、129I）
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関連するこれまでの成果

（1）有機態ヒ素をHLPC－ICP－MSで分析する方法を開発しました。これにより、土壌・作物に含まれる遺棄化学兵器

　　関連の有機態ヒ素を分析できます。

（2）コメ中のカドミウムをイムノクロマトアッセイ法により、迅速・簡易に分析することができました。農業生産に係わる

　　人たちに広く使用してもらうことを目的にさらに研究を継続しています。

（3）半減期の長い放射性ヨウ素(129I)のICP－MSによる分析法の感度を飛躍的に増大させました。これにより、核燃料

　　再処理施設の周辺における放射性ヨウ素のバックグラウンドデータが取得できると期待されます。

（4）長期にわたる環境放射能測定データを蓄積しています。現在大気中から降下する放射能は原子炉の事故など特殊

　　な場合を除きほとんどないと考えられますが、土壌に蓄積した放射能により、今でも微量の137Cs、90Srが米・麦や

　　その栽培土壌から検出されることがあります。

（5）長期モニタリングデータを解析した結果、畑作土における交換態放射性ストロンチウムは、土壌の陽イオン交換容

　　量(CEC)が高い地点ほど下層土へ移行しにくく、小麦にも吸収されにくいことがわかりました。
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● この研究に関するお問い合わせ先

 独立行政法人 農業環境技術研究所　化学分析・モニタリングリサーチプロジェクト
 〒305-8604　茨城県つくば市観音台3-1-3　　　電話　029-838-8433

無機態ヒ素及び有機態ヒ素の同時定量

イムノクロマト法とICP-MS法との測定値の比較 129I/127Iが既知の試料のICP-MS測定結果

玄麦中137Cs濃度の推移 白米中90Sr濃度の推移
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